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人間科学科目

教育目標
　本系列は、良識ある社会人としての教養を涵養し、その知的道徳的能力を展開させることを
もって、人間としても優れた技術者を育成します。すなわち、豊かな人間性と科学技術者とし
ての倫理性を培い、科学技術と人間・社会の関わりを理解させ、グローバルな視野を育むこと
を目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1）科学技術と人間・社会との関わりを理解し、科学技術者として、また良識ある社会人と

して必要な教養を身につけ、豊かな人間性と倫理性を培うために、技術者教養科目群、
人間理解科目群、社会理解科目群、スポーツ・健康科目群を配置します。

（2）グローバルな環境で意思疎通ができる能力を涵養するためにグローバル教養科目群を、
コミュニケーション力などの汎用的能力を涵養し、また科学技術者としてのキャリア意
識を培うために、ジェネリックスキル・キャリア科目群を配置します。

履修モデル

●進級条件と卒業条件

３年次から４年次への進級条件 人間科学科目 10単位以上を修得していること。

卒業要件 人間科学科目 16単位以上（技術者教養科目 2単位、グロー
バル教養科目 2単位を含む）を修得していること。

※  2 年後期までに、履修できる全ての科目（技術者教養科目 1科目およびグローバル教養科目 1
科目を含む）に合格した場合には、卒業所要単位を修得できる。早期に卒業条件を満たすように、
計画的に履修すること。

※技術者教養科目とグローバル教養科目はそれぞれ必ず 1科目（2単位）以上修得すること。なお、
それらの科目を複数科目修得した場合は、人間科学科目区分の卒業所要単位として認定される。

※ 16単位を超えて修得した単位は「任意に選択し、修得した科目」の単位に算入される。

●履修上の注意

　人間科学科目は、今日の技術者に必要な基礎的な能力と幅広い教養を身につけるため、
各自の関心と必要に応じて多様な科目の中から選択して履修することができるようになっ
ています。その利点を活かすため、自らを省みて、自分の得意分野を伸ばすとともに、不
足している能力や知識を補い、バランスのとれた教養を身につけることができるように心
がける必要があります。科目選択の参考のため、各科目区分とその科目区分に含まれる科
目を示します（次頁参照）。
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英語科目

教育目標
　グローバル化が進むにつれ、ビジネスの場面やインターネット上で、英語によるコミュニケー
ションが一般的になってきました。特に、理工系の分野では、技術者や研究者にとって、より
高度な英語の運用力を身につけることが国内外で活躍するための必須の条件となっています。
また、グローバル社会の動向を敏感に察知し、多言語・多文化の社会を理解する寛容な態度が
教養ある国際人として求められます。これらの社会情勢に対応するため、英語系列では、基幹
科目群と発展科目群とに科目を分けて配置して、学生のニーズに即応した英語のコミュニケー
ション能力を育成する授業を提供し、自律した英語学習者として様々なツールを活用しながら、
国際社会で広く活躍できる人材を養成することを目標としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1）英語科目では、１年次・2年次の基幹科目群において、個々の学生の英語力を最大限に向

上させるために、習熟度別クラスを配置します。
（2）2年次以降の発展科目群においては、基礎学力の備わった学生を対象に、コミュニケーシ
　　ョン能力を向上させるために、技能別の演習科目を配置します。
（3）3年次においては、プレゼンテーションやビジネスにおけるコミュニケーションをはじめ

とする様々な場面での英語の運用力を身につけさせるための科目を配置します。
（4）4年次においては、アカデミックなコミュニケーション能力を涵養するために、時事的な

文章や英語の学術論文を活用して、論文の読み方や書き方の基礎を学習し、自分の意見
を論理的に表現できるようにするための科目を配置します。
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数学科目

教育目標
　数学系列では、科学技術者となるために必要不可欠な基礎的数学を柱として、数学的思考を
それぞれの専門分野に応用できる人材の育成を目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1）数学科目では、科学技術者として必要不可欠な基礎的数学を理解させるために、「微分積

分学および演習 I」と「線形代数学 I」を配置します。
（2）個々の学生の能力に応じて基礎的数学を無理なく理解させるために、1年次の共通科目に

於いて、習熟度別クラスを配置します。
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自
然
科
学
科
目

基礎化学
※1

2 基礎化学
※1

2 　 　 　 　

基礎物理学A
※1

2 基礎物理学A
※1

2

基礎物理学B
※1

2 基礎物理学B
※1

2

物理実験
※1

1 物理実験
※1

1

化学・生物実験
※1

1 化学・生物実験
※1

1

自然科学概論A
※2

2 自然科学概論A
※2

2 自然科学概論A
※2

2 自然科学概論A
※2

2

自然科学概論B
※2

2 自然科学概論B
※2

2 自然科学概論B
※2

2 自然科学概論B
※2

2

自然科学概論C
※2

2 自然科学概論C
※2

2 自然科学概論C
※2

2 自然科学概論C
※2

2

自然科学概論D
※2

2 自然科学概論D
※2

2 自然科学概論D
※2

2 自然科学概論D
※2

2

自然科学概論E
※2

2 自然科学概論E
※2

2 自然科学概論E
※2

2 自然科学概論E
※2

2

自然科学概論F
※2

2 自然科学概論F
※2

2 自然科学概論F
※2

2 自然科学概論F
※2

2

自然科学科目

教育目標
　自然科学系列は、工学部・未来科学部・システムデザイン工学部に共通の自然科学（物理学・
化学・生物学）の基礎的な知識と基本的な実験技術を習得することを第一の目標にします。ま
た、これらの基礎的な学習内容を踏まえて高学年の専門科目を確実に習得する上で要となる自
立的に学び続ける態度を、初年次の段階で身につけることも目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1）理工系の学生に共通の幅広い基礎知識を涵養するために、物理学・化学・生物学の講義

科目を配置します。
講義科目においては、学習を効果的かつ確実なものとするため、原則的に習熟度別クラ
スを設置します。
また、基本的な実験技術及び表現力の修練のために、物理実験及び化学・生物実験を配
置します。

（2）自立的な学習姿勢と問題解決能力を涵養するために、実験科目においては、実験に関連
した発展事項を調査し報告書に整理して記載するよう指導します。



【建築学科（FA）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

教育目標

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

履修モデル

カリキュラムマップ

授業科目配当表
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建築学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　建築学科は、21世紀において人類の知的住空間を創造することに必要な建築技術とそれを
実社会に適用する能力を修得させることを目的とします。
　すなわち、建築学の「計画・意匠」「構造・生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・イ
ンテリア」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。

教育目標
　建築学科が目指す人材育成のため、学部と大学院修士課程の 6 年一貫教育を実現します。
個性を活かした習熟を支援しつつ、建築学の情報・解析・表現・設計・デザインの技術に基づ
く「計画・意匠」「構造・生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」分野を幅
広く学ばせると共に、社会の情報化や国際化にも対応し、異なる背景を持つ他者に敬意を持っ
て接し、自らの考えを表現して的確に伝えることができる能力を涵養します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　未来科学部の建築学科は、本学部の学位授与方針をもとに、以下の全てを満たした者を、建
築学の情報・解析・表現・設計・デザインの技術に基づく「計画・意匠」「構造・生産」「環境・
設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者と
認定し、学士（工学）の学位を授与します。
（1）建築学の情報・解析・表現・設計・デザインの技術に基づく「計画・意匠」「構造・生産」

「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」分野の専門能力を修得すること。（DP1）
（2）社会の情報化や国際化に対応し、建築のプロフェッショナルな能力と豊かな教養を兼ね

備えた人材であること。（DP2）
（3）理工系の幅広い基礎知識を持つと共に、常に新しい知識の獲得に努める積極的な姿勢を

持つこと。（DP3）
（4）科学技術と人間・社会との関わりを理解し、科学技術者として、また良識のある社会人

として必要な教養、キャリア意識、倫理観を持つこと。（DP4）
（5）グローバルな視野を持ち、将来、科学技術者として必要なコミュニケーション力などの

汎用的能力を身につけること。（DP5）

※標準修業年限は 4年

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部の建築学科は、設計演習科目と情報技術科目を基軸として、「計画・意匠」「構造・
生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」の５ 分野の科目で構成された、学
部から大学院修士課程まで一貫性のあるカリキュラムを柱とします。
（1-1）（DP1に対応）学部と大学院修士課程の 6 年一貫教育を実現すべく「計画・意匠」「構

造・生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」分野の知識習得科目群と、
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設計演習科目、情報技術科目を配置します。
（1-2）（DP1に対応）個性を活かした習熟を支援し、高度な専門性を養い、一級建築士などの

資格取得にも十分な技能を修得できるよう建築資格講座、特別研究・設計科目群を配置
します。

（2-1）（DP2に対応）特色ある教育のひとつとして、設計演習科目と情報技術科目を基軸として、
それらと連携して展開する多様な知識習得科目を配置し、建築学分野の基盤を成す知識
と技術、また他者と対話し、自己を表現できる能力の獲得と深化を支援します。

（2-2）（DP2に対応）学内および学外における長期インターンシップ制度を導入して、建築の
実務を体験させ、広く社会で活躍する技術者や研究者の育成のためにインターンシップ
科目を配置します。（６年一貫教育の集大成、大学院修士課程）

（3）（DP3に対応）理工系の基礎知識として、数学、自然科学、情報の基礎科目を配置すると
ともに、技術者育成の導入科目としてワークショップを配置し、さらに資格関連科目（教
職関連科目を含む）を配置します。

（4）（DP4に対応）科学技術者として必要な教養を身につけるための人間形成科目を配置しま
す。

（5）（DP5に対応）グローバルなコミュニケーション能力を身につけることができる英語科目
を配置します。
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建築学科　履修モデル

● カリキュラムの特徴
(1) カリキュラム全体は、建築学の情報・解析・表現・設計・デザインの技術に基づく「計
画・意匠」「構造・生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・インテリア」分野の科
目から成る。これらの専門科目を体系的に学習することで、建築・都市空間を創造する
ために必要な能力を身につける。

(2) 概ね、1、2年次には、建築学の基礎知識を幅広く修得するべく、各分野で用意された
必修科目を中心に履修する。3、4年次と進むに従い、各自がより深く学習することを
希望する分野に重点を置いた履修を行う。4年次では最終的に、各自の専門分野に合わ
せた研究や設計の成果物を作成する。

(3) 建築学科では、学部の 4年間に引き続き、大学院修士課程の 2年間までを含む学部・
修士 6年間一貫のカリキュラムを用意している。学部卒業後、大学院で引き続き各自の
専門分野をより深く学ぶとともに、所要の単位を修得することで、大学院修士課程修了
時に、一級建築士試験受験の資格（実務経験 2年）を得ることができる。

● 進級条件
　1年次から 2年次、3年次から 4年次、それぞれの進級にあたり、以下の条件を満たす必
要がある。
＜ 1年次から 2年次への進級条件＞
　・1年次終了時に 30単位以上修得していること。（自由科目を含まない）
＜ 3年次から 4年次への進級条件＞
　・3年次終了時に 110単位以上修得していること。（自由科目を含まない）
　・ そのうち、人間科学科目 10単位以上、工学基礎 20単位（必修科目 7科目を含む）以上、

英語科目 6単位以上を修得していること。（自由科目を含まない）
　・「特別研究・設計予講」を修得していること。

● 履修計画
　次頁の図を参考に、「計画・意匠」「構造・生産」「環境・設備」「歴史・都市」「住環境・
インテリア」分野のそれぞれが、どのような科目から成り立っており、各学年次にどのよう
な科目を履修できるのかを把握し、各自の希望する分野に従い、関連する科目を適切に履修
できるように計画をたてること。
　カリキュラムは年次の進行とともに、基礎から応用へと習熟できるように組まれているの
で、必修科目は配当学年次に必ず修得すること。
　3年次の「建築・都市設計」「住環境・インテリア設計」「建築構造設計」「建築設備設計」
は各自の希望分野に従い、いずれかを必ず履修すること。
　4年次の「特別研究Ⅱ」と「特別設計Ⅱ」も、いずれかを必修とする。
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学
部
・
修
士
（
6
年
間
）
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
部

大
学
院
（
修
士
課
程
）

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

修
士
１
・
２
年
次

計
画
・
意
匠

絵
画
（
1）

○
建
築
概
論
（
2）

○
建
築
計
画
（
2）

○
地
域
施
設
設
計
（
2）

空
間
計
画
（
2）

建
築
・
都
市
設
計
（
4）

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
（
2）

学 部 卒 業 ⬇ 学 士 （ 工 学 ）

建
築
空
間
デ
ザ
イ
ン
論

建
築
形
態
論

地
域
施
設
計
画
論

環
境
情
報
デ
ザ
イ
ン
論

住
環
境
・
イ
ン
テ
リ
ア

生
活
支
援
環
境
・
技
術
論
（
1）

住
環
境
・
イ
ン
テ
リ
ア
設
計（
4）

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
論
（
1）

＜
順
次
開
講
予
定
＞

歴
史
・
都
市

○
建
築
史
Ⅰ
（
2）

建
築
史
Ⅱ
（
2）

建
築
史
Ⅲ
（
2）

○
都
市
計
画
（
2）

地
域
整
備
計
画
（
2）

都
市
デ
ザ
イ
ン
論

近
代
建
築
論

安
全
建
築
都
市
シ
ス
テ
ム
論

構
造
・
生
産

○
建
築
力
学
Ⅰ
（
2）

○
建
築
力
学
演
習
Ⅰ
（
1）

○
建
築
構
法
（
2）

○
建
築
力
学
Ⅱ
（
2）

○
建
築
力
学
演
習
Ⅱ
（
1）

測
量
実
習
（
2）

建
築
構
造
設
計
（
4）

○
建
築
材
料
（
2）

○
建
築
生
産
（
2）

建
築
耐
震
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
概
論（
1）

○
建
築
構
造
解
析
（
2）

建
築
構
造
計
画
（
2）

○
鉄
骨
構
造
（
2）

○
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造（
2）

材
料
・
構
造
実
験
（
1）

建
築
力
学
Ⅲ
（
2）

建
築
鋼
構
造
論

建
築
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
構
造
論

建
築
構
造
設
計
論

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
骨
組
解
析
論

建
築
生
産
論

建
築
防
災
工
学
論

空
間
構
造
創
成
論

構
造
デ
ザ
イ
ン
認
識
論

環
境
・
設
備

音
・
光
環
境
工
学
（
2）

○
建
築
設
備
概
論
（
2）

○
熱
環
境
工
学
（
2）

建
築
環
境
学
演
習
（
2）

建
築
設
備
工
学
（
2）

建
築
設
備
設
計
（
4）

建
築
環
境
形
成
技
術
論

建
築
環
境
心
理
生
理

建
築
環
境
形
成
論

全
分
野
対
象

「
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
」

「
情
報
・
解
析
・
表
現
の
技
術
」

○
建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
建
築
設
計
製
図
Ⅰ
（
2）

○
建
築
設
計
製
図
Ⅱ
（
4）

○
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

○
建
築
C
A
D
（
2）

○
建
築
構
造
設
計
入
門
（
1）

○
建
築
設
計
製
図
Ⅲ
（
4）

○
建
築
設
計
製
図
Ⅳ
（
3）

建
築
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画（
1）

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

（
2） 建
築
資
格
講
座
（
2）

○
建
築
設
計
製
図
Ⅴ
（
4）

○
建
築
法
規
（
2）

○
特
別
研
究
Ⅰ
（
2）

特
別
研
究
Ⅱ
（
4）

○
特
別
設
計
Ⅰ
（
4）

特
別
設
計
Ⅱ
（
2）

建
築
学
特
別
設
計
Ⅰ
・
Ⅱ

建
築
学
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

建
築
技
術
・
知
識
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

イン
ター
ンシ
ップ
Ⅴ・
Ⅵ・
Ⅶ・
Ⅷ・
Ⅸ・
Ⅹ

建
築
学
専
門
研
修
Ⅰ
・
Ⅱ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
論

統
計
解
析
法

建
築
学
特
別
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ

○
特
別
研
究
・
設
計
予
講
（
2）

国
際
的
感
覚
を
身
に
つ
け
る
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

国
内
ア
ー
チ
ス
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
に
よ
る
「
未
来
科
学
部
建
築
学
科
FA
レ
ク
チ
ャ
ー
」

※
科
目
名
の
前
の
〇
印
は
必
修
科
目
を
表
す
。
科
目
名
の
後
ろ
の
（
　
）
内
は
単
位
数
を
表
す
。
 

※
科
目
名
称
等
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
進
行
に
伴
い
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
大
学
院
修
士
1・
2
年
次
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
現
時
点
で
の
予
定
を
示
し
て
い
る
。

※
特
別
研
究
Ⅱ
と
特
別
設
計
Ⅱ
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
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【情報メディア学科（FI）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

教育目標

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

履修モデル

カリキュラムマップ

授業科目配当表
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情報メディア学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　情報メディア学科は、21世紀において人類の知的情報空間を創造することに必要な情報メ
ディア技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とします。
　すなわち、情報メディア学の「コンピュータサイエンス」「デジタルメディア」分野の専門
能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。

教育目標
　情報メディア学科は、知的情報空間を創造するに必要な情報メディア技術と、それを実社会
に適用する能力を修得させることを目的とします。同時に、経済・社会活動のグローバル化に
充分に対応できるプロフェッショナルな能力と、人間と社会を深く理解できる豊かな教養を兼
ね備えた人材を育成します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　未来科学部の情報メディア学科は、本学部の学位授与方針をもとに本学に所定の期間（※）
在学し、卒業に必要な単位を修得して次の学修成果を上げた者を、「コンピュータサイエンス」
「デジタルメディア」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者と認定し、学士（工学）
の学位を授与します。

（1）知的情報空間を創造するに必要な情報メディア学の基盤分野、すなわち「コンピュータ
サイエンス」「デジタルメディア」分野の科学技術の知識と技術を持つこと。（DP1）

（2）情報メディア学の知識と技術を、実社会に適用する能力を持つこと。（DP2）
（3）理工系の幅広い基礎知識を持つと共に、常に新しい知識の獲得に努める積極的な姿勢を

持つこと。（DP3）
（4）科学技術と人間・社会との関わりを理解し、科学技術者として、また良識のある社会人

として必要な教養、キャリア意識、倫理観を持つこと。（DP4）
（5）グローバルな視野を持ち、将来、科学技術者として必要なコミュニケーション力などの

汎用的能力を身につけること。（DP5）

 ※標準修業年限は 4年

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部の情報メディア学科は、知的情報空間を創造するに必要な情報メディア技術とそ
れを実社会に適用する能力を修得することを目的として、以下の方針に基づいて教育課程を編
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成し、実施します。

（1）「コンピュータサイエンス」「デジタルメディア」分野の、科学技術の知識と技術を学ぶ
ための科目を配置します。これら科目は、６つの科目群、すなわち数理科目、メディア
基礎科目、プログラミング基礎科目、情報基礎科目、情報応用科目、ユニット専門科目
に分類します。それぞれに、講義および演習科目を体系的に配置します。ユニット専門
科目では、将来の進路を踏まえて選択できる専門性の高い科目を配置します。各種の資
格取得を目指す学生には、資格関連科目（教職科目を含む）を配置します。

（2）実社会における技術的問題を解決する能力を涵養する科目、および課題解決型学習を取
り入れた少人数を対象とするワークショップ、ゼミ、卒業研究等を配置します。

（3）理工系の基礎知識を涵養するために、基礎学力を固める習熟度別クラスを設けた数学科
目や自然科学科目を配置します。

（4）キャリア科目やインターンシップを配置し、キャリア意識を培うとともに、豊かな人間性、
科学技術者としての倫理性を培うことを目的として人間理解、社会理解、技術者教養な
どの科目群のもとに人間科学科目を配置します。

（5）グローバルな環境で意思疎通ができる能力を涵養する科目を配置すると共に、英語科目
のみならず、コミュニケーション力などの汎用的能力を培う科目を配置します。

―  47  ―

新
入
生
へ
学
生
生
活

学
修
案
内
共
通
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
履
修
案
内
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ａ
資
格
・
免
許
教
職
課
程
事
務
取
扱
い
学
籍
・
学
費
生
活
案
内
各
種
施
設
就
職
・
進
学
学
則
・
規
程

沿　

革
校
歌
・
学
生
歌
教
育
・
研
究
組
織

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内



情報メディア学科　履修モデル

□カリキュラムの特徴
■カリキュラムの特徴
・基礎技術を幅広く修得した後、各自の興味と希望に応じて専門技術を深く学べる仕組み
となっている。

・1年、2年に数理・情報基礎・メディア基礎・プログラミング基礎科目を配置し、3年、
4年にユニット専門・情報応用科目を配置している。

■科目ユニット制
・専門科目群は、ユニット専門科目と情報応用科目に分けられている。ユニット専門科目
は、分野別に下記の 4つのユニットに分けられている。
Computer Graphics
Human 
Security & Network
Computing

・ ユニット専門科目には、将来の進路を踏まえて選択できる専門性の高い科目を配置して
いる。情報応用科目には、情報メディア学を学ぶにあたって共通して修得すべき科目を
配置している。

□履修方法
■卒業研究について
・4年次前期から卒業研究を行う者：卒業研究Aは必修、卒業研究Bは選択
・3.5 年間早期卒業対象者で 3年次後期から卒業研究を行う者：卒業条件として卒業研究
Aと卒業研究Bの修得が必要

・3年間早期卒業対象者で 3年次前期から卒業研究を行う者：卒業条件として卒業研究
Aと卒業研究Bの修得が必要

（卒業研究Aと卒業研究Bの違い）
卒業研究Aは調査などを中心とする研究
卒業研究Bは情報メディア学の専門性を必要とするシステム開発や作品制作などを
含む研究

（卒業研究の履修形態）
卒業研究Aのみによる 2単位
卒業研究Aと卒業研究Bによる 6単位

※卒業研究の詳細は学科長に問合わせること。

□履修計画
・最も興味のあるユニットの科目を可能な限りすべて習得し、特化した能力を身につける。
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また、残りのユニットの科目からも、できるだけ多くの科目を選択履修し、幅広い能力を
身につけることが望ましい。

・選択科目の中には、各ユニットの科目を受講するために、事前に受講することが推奨され
る 1、2年次数理・情報基礎・メディア基礎・プログラミング基礎科目がある（表 1に対
象となる科目とユニットの対応を示す）。

表 1　各ユニット推奨基礎科目一覧
Computer Graphics ユニット Humanユニット

確率・統計Ⅰ 確率・統計Ⅰ

数値解析学 数値解析学

メディア信号処理 メディア信号処理

線形代数学Ⅱ 画像処理および演習

感性・情報イメージング インタラクション・インタフェース基礎

Security & Network ユニット Computing ユニット

代数学入門 GUI プログラミング

情報ネットワーク データベース

情報ネットワーク演習 情報ネットワーク

オペレーティングシステム データ記述とWebサービス

【資格取得による単位の認定】
　情報メディア学科の専門科目では、以下のとおり、資格取得者に対して、所属学科の科目の
単位認定をすることができる。

（資格と認定科目）
資 格 名 称：「基本情報技術者」試験または前記試験相当以上と判断される情報技術に関

する資格試験（学科長に問合せること）
科　 目　 名：情報技術基礎および演習
評 価：RS
学 年：2年
区分・単位数：必修 2単位
※ 資格取得による単位の認定を希望する者は、東京千住キャンパス事務部（教務担当）ま
で申し出ること。

　なお、資格取得による単位認定の注意事項は次のとおり。
①資格による単位認定の際は、該当科目を履修する必要はない。
②該当科目を履修中の場合は履修を取り消すことになる。
③既に単位修得済みの場合は認定できない。
④履修上限単位数には加算されない。
⑤該当科目が現学年より上級年次の配当であっても、成績表には表記され、進級条件にも加
算することができる。
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【ロボット・メカトロニクス学科（FR）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

教育目標

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

履修モデル

カリキュラムマップ

授業科目配当表
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ロボット・メカトロニクス学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　ロボット・メカトロニクス学科は、21世紀において人類の知的行動空間を創造することに
必要なメカトロニクス技術とそれを実社会に適用する能力を習得させることを目的とします。
　すなわち、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情報駆
動システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。

教育目標
　種種変化する環境の下で人間が安全かつ快適な生活を送るためには、環境の変化に適応可能
な知的システムが必要です。ロボット・メカトロニクス学は、このようなシステムを実現する
ための基盤技術です。機械工学、電気工学、情報工学、および制御工学等の専門をベースに数
学的なモデリング力とデザイン力を駆使し、計算機の巧みな活用により要素技術を的確に統合
(システムインテグレーション)した先端技術でもあります。現代は正に、科学技術・産業・環境・
医療・福祉・防災などすべての分野において、この新たなメカトロニクス技術を必要とする時
代です。この新たな分野の技術者育成のために、ロボット・メカトロニクス学科では、ものづ
くりの基礎と楽しさを知るためのワークショップ、自在に動くシステムを実現するための設計・
製作実習、基礎理論から問題解決のスキルに高めるための豊富な演習などを体系的に組み合わ
せたカリキュラムを設けています。これらを通し、問題発見力と解決力の真髄を修得し、創造
性あふれるロボット・メカトロニクスの専門技術者、研究者、教育者として、多様化する社会
で国際的に活用できる人材を育成します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　ロボット・メカトロニクス学科は、21世紀において人類の知的行動空間を創造することに
必要なメカトロニクス技術とそれを実社会に適用する能力を習得させることを目的とします。
すなわち、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情報駆動
システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。
未来科学部のロボット・メカトロニクス学科は、本学部の学位授与方針をもとに、以下のすべ
てを満たした者を、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情
報駆動システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者と認定し、学士（工学）の学
位を授与します。

（1）機械、電気、情報、および制御を基礎としたメカトロニクスに関する専門分野の科学的
知識と実践的技術を持つこと。（DP1）

（2）自らの専門的な知識と技術を活用し、さまざまな課題に挑戦し、解決する実践力を持つ
こと。（DP2）
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（3）理工系の幅広い基礎知識を持つと共に、常に新しい知識の獲得に努める積極的な姿勢を
持つこと。（DP3）

（4）科学技術と人間・社会との関わりを理解し、科学技術者として、また良識のある社会人
として必要な教養、キャリア意識、倫理観を持つこと。（DP4）

（5）グローバルな視野を持ち、将来、科学技術者として必要なコミュニケーション力などの
汎用的能力を身につけること。（DP5）

※標準修業年限は 4年

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部のロボット・メカトロニクス学科は、時代の変化に適応してものづくりができる
技術者・研究者を養成するために、「機械」、「電気」、「情報」、および「制御」の専門分野と、
これらを統合する「システムインテグレーション」を柱とします。

（1）初年度には、4分野に共通する知識と技術の基礎を培うために、各専門の基礎科目を必修
科目として配置します。2、3年次には、4分野の専門性を深化させるために、必須達成
レベル、進級条件、進級コードを明示した選択科目を配置します。4年次には、システム
インテグレーション力を養うための統合科目と卒業研究を配置します。各種の資格取得
を目指す学生には、資格関連科目（教職科目を含む）を配置します（DP1に対応）。

（2）実践力の習得のために、4年間を通して、実験、実習、課題解決型学習の科目（※）、キャ
リア科目を配置します。また、専門数学科目を3年間にわたって配置します（DP2に対応）。

（3）理工系の基礎知識として、数学、自然科学、情報の基礎科目を配置するとともに、技術
者育成の導入科目としてワークショップを配置します（DP3に対応）。

（4）キャリア科目やインターンシップを配置し、キャリア意識を培うとともに、豊かな人間性、
科学技術者としての倫理性を培うことを目的として人間理解、社会理解、技術者教養な
どの科目群からなる人間科学科目を配置します（DP4に対応）。

（5）グローバルな環境で意思疎通ができる能力を涵養する科目を配置すると共に、英語科目
のみならず、コミュニケーション力などの汎用的能力を培う科目を配置します（DP5に
対応）。

※課題解決型学習：Problem-Based Learning, Project-Based Learning（略称は「PBL」）
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ロボット ･メカトロニクス学科　履修モデル

１. ロボット・メカトロニクス学科の専門科目
ロボット・メカトロニクス学科の専門科目は、授業科目配当表に示される１１分野の科目群か
ら構成されています。各々の概要とカリキュラムでの位置付けを示します。

（1）学科専門科目分野（機械分野 /電気分野 /情報分野 /制御分野）
　メカトロニクス学は、機械工学、電気工学、情報工学、制御工学を基盤とし、これらの統
合（インテグレーション） による人間生活の動の空間を支える新しい学問分野です。そこで、
基盤 4分野にはそれぞれ６～９科目の選択科目が主に 2～ 3年生に配当されています。各
分野に偏りなく、各学年で学習することが望まれます。なお、学習内容の理解を確実にする
ためには、予習・復習および講義に付随して実施される演習課題への十分な取り組みが必要
です。

（2） プロジェクト・研究分野
　「メカトロニクスワークショップ」、「メカトロニクスゼミ」、「メカトロニクス設計製作」、「卒
業研究」から構成されます。「メカトロニクスワークショップ」は、1年次から２年次に開
講される少人数形式の演習・実習科目です。数学を中心とした基礎力の養成、問題発見、問
題解決能力の涵養、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力の向上を目指します。
「メカトロニクスゼミ」は、「卒業研究」につながるゼミナール科目です。研究室の研究テー
マを理解し、3年次までの学習内容との関係を把握し、「卒業研究」の準備を行ないます。「メ
カトロニクス設計製作」では、長期に渡る実験を通して、専門分野の理解を深め、知識を広
げることを目指します。
　「卒業研究」では、所属研究室で各自の研究テーマに取り組みます。ロボット・メカトロ
ニクス学科での学習の集大成ともいえる科目です。大学院での研究にもつながる重要な科目
です。

（3） 専門数学分野・共通基礎分野
　メカトロニクス学の基礎は数学です。専門数学のうち「工業数学Ⅰ」「離散数学Ⅰ」は 1
年次に配当されている必修科目です。入学初年度に履修し、単位取得することが強く求め
られます。また、選択科目の専門数学科目および専門基礎科目が合計１１科目あり、１～ 3
年次に配当されています。どの科目も学科専門科目分野の内容と密接に連携しており、履修
を強く勧めます。

（4） 実験・実習分野
　実学尊重の観点から、ロボット・メカトロニクス学科では、1年次から 4年次まで実験・
実習科目に取り組むカリキュラムとしています。1年次の共通教育科目「ワークショップ」
では、ものづくりの楽しさと困難さを体感し、学習目標を明確に持つことを目的としていま
す。「物理実験」「化学・生物実験」では、物理学や化学・生物学の基礎的内容を理解すると
ともに、レポートの書き方を身につけます。これら 2科目は選択科目ですが、２年次必修
科目である「メカトロニクス基礎実験AB（前期開講）」の前提科目となっているため、必
ず履修しなければなりません。2年次以降に配置された「メカトロニクス基礎実験」「メカ
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トロニクス総合実験」、および前述の「メカトロニクス設計製作」では、学年進行とともに
より長期に渡る実験を行なうこととしています。これによって、計画的に問題解決する力を
身につけ、卒業研究に取り組むことを可能にします。

（5） キャリア教育分野
　大学、大学院で修得した知識と技能は、将来、皆さんが社会で活躍、貢献するために活か
されなければなりません。このために、専門分野の異なる仲間との共同作業による問題解決
能力を養い、メカトロニクス技術者が社会でどのように求められ、どのように貢献している
のかを知り、自身がどのように貢献していくべきであるのかを考えることは重要です。3年
次に配当されている「インターシップ」および「企業研究」によって、各自の将来像を具体
的に定める機会を用意しています。

（6） 専門教養分野
　英語で専門内容を理解する力は、従来から技術者に求められていましたが、近年その重要
性が増しています。「英語で学ぶ数学」および「英語で学ぶ物理」では、英語で記述された
専門内容の理解力と専門内容の英語での表現力を身につけます。

（7） 教職関連科目分野
　　教職「数学」に関連する科目です。

２. ロボット・メカトロニクス学科での履修計画
２. １　履修のめやす
　ロボット・メカトロニクス学科では、制御工学を基軸として、機械工学、電気工学、情
報工学の最新技術を統合（インテグレーション）するメカトロニクス学の知識と技能を修
得することを目的としています。そのため、基盤となる学習領域は比較的広範におよぶた
め、大きく偏ることなく学習することが求められます。

　1年次に配当されている必修科目は、本学科 4年間の学習の重要な基礎であり、すべて
の科目を初年度に単位取得することが望ましいです。また、実学尊重の観点から、2年次
以降の実験・実習科目はほとんどが必修であり、1年次の「ワークショップ」「物理実験」
および「化学・生物実験」とあわせて全員が履修しなければなりません。また、実験・実
習科目の履修については、グループ分けがありますので年度始めのガイダンスでの指示に
従ってください。
　2～ 3 年次には、機械工学、電気工学、情報工学、制御工学の各分野の専門選択科目
が配置されています。2年次には、1 年次に備えた基礎力に基づいて学習が進められる専
門基礎科目を、3年次にはより高度な専門科目を配置しています。学生各自の将来像に基
づいた履修計画が求められますが、低学年次の段階では分野に大きな偏りを生じない科目
選択をし、高学年次に進むにつれてより具体化した将来像のための科目選択をすることを
勧めます。また、数学力はすべての分野の学習において必要となります。計画的な数学科
目の履修を心掛けてください。なお、年次における学習量の偏りが生じないように注意し
てください。
メカトロニクス学の知識と技能をより深化させるために、大学院への進学を推奨していま

―  59  ―

新
入
生
へ
学
生
生
活

学
修
案
内
共
通
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
履
修
案
内
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ａ
資
格
・
免
許
教
職
課
程
事
務
取
扱
い
学
籍
・
学
費
生
活
案
内
各
種
施
設
就
職
・
進
学
学
則
・
規
程

沿　

革
校
歌
・
学
生
歌
教
育
・
研
究
組
織

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内



す。大学院進学を志す学生は、4年次に配当されている専門選択科目を積極的に履修する
ことを勧めます。

２. ２　資格取得による単位認定
　情報工学関連科目では、大学入学後に学習する内容が多く、履修の順序によって著しく
学習効果が低下することがあります。コンピュータとプログラミングに関わる「コンピュー
タ基礎」「コンピュータプログラミングⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は、配当された順番に履修すること
を勧めます。また、以下の科目については、「基本情報技術者試験」「応用情報技術者試験」
の合格者に対する単位認定を行なっています。なお、資格による単位認定での注意事項は
以下の通りです。
（1）資格による単位認定の際は、該当科目を履修する必要はありません。
（2）該当科目を履修中の場合は、履修を取り消すことになります。
（3）既に単位取得済みの科目については、認定することはできません。
（4）履修上限単位には加算されません。
（5）該当科目が現学年より上級年次の配当であっても成績表には表記され、進級条件に
も加算されます。

【資格と認定科目】
基本情報技術者試験は、コンピュータ基礎　２単位　ＲＳ評価　で認定。
応用情報技術者試験は、コンピュータプログラミングⅡ　２単位　ＲＳ評価　で認定。
※ 資格による単位認定を希望する学生は、東京千住キャンパス事務部（教務担当）まで
申し出てください。

２. ３　進級条件
　ロボット・メカトロニクス学科では、1年次から 2年次への進級、3年次から 4年次への
進級において条件が課せられています。進級については、授業科目配当表の進級コードなら
びに進級条件のページを参照してください。
　1年次から 2年次への進級条件は、ロボット・メカトロニクス学科への適性と学生自身の
学習への取り組みを確認する最低限の条件となっています。一方、3年次から 4年次への進
級条件は、1年間で卒業が十分に見込まれる条件として設けられています。4年次において
は、学部での集大成である卒業研究があります。ロボット・メカトロニクス学科では、卒業
研究を重視しているため、学生は相当の時間を研究に費やすことになります。それに加え、
大学院進学準備や就職活動がありますので、3年次までに十分学習しておくことが重要です。
これらの進級条件を着実に満足するためには、計画的な履修が求められます。入学時には 4
年間の学習計画を構想し、各自の単位取得状況に応じて適宜計画を見直していくことが必要
です。必修科目を配当年次に不合格となった場合には、次年次に再履修しなければなりませ
ん。この場合、同じ時限に開講されている在籍年次の科目は履修できなくなります。このよ
うに、不合格科目によって履修計画を大きく変更しなければならなくなる場合もあります。
したがって、在籍年次に配当されている科目はその年次において単位取得することが重要で
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す。
２. ４　大学院進学
　技術は急速に発展しています。より高度な技術の修得のために大学院進学を強く勧めま
す。ロボット・メカトロニクス学科のカリキュラムは大学院までの一貫性を考慮して構成
されており、大学院での研究活動に円滑に移行できるようになっています。大学院への進
学には、推薦入試または一般入試のいずれかに合格することが必要です。アドバイザー等
を通して教員に相談することもよいことです。早い段階で大学院での学習、研究環境を整
えることは有意義なことです。また、学部では、幅広く専門科目を履修しておくことが重
要です。
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ワーク
ショップ
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